
  

   第１６２回  仏教公開講座 
 

年間テーマ  

生きるって どういうこと  
サブテーマ（教区テーマ） 

『眼
まなこ

をひらく 心
こころ

をひらく』 

 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   
 

 

日  時  ２０１７年１２月２０日（水）午後２時より 

  

講  師  高橋 法信（たかはし ほうしん）氏（大阪教区光德寺） 

 

講  題  日ごろのこころにては往生かなうべからず 

 

講師紹介  195２年、大阪市生まれ。大谷専修学院別科卒業。 

現在、真宗大谷派光德寺住職。同朋会館教導。推進員養成講座講師。 

 

著  書  『私は何を求めて生きているんだろう』 

(奥羽教区秋田県西組仏教人間講座) 

      『大きい字の法話集』(東本願寺) 

      『浄土を本国としてこの世を生きる』(大谷婦人会) 

『死んだらどうなる』（大阪教区第２１組教化委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ 

歎異抄の「日ごろのこころにては往生かなうべからず」の言葉が気になりだして久しい。 

和田稠先生の御教示がなかったら気になることもなかったであろう。それは「この世を離れ

てこの身はない。この身を離れてこの世はない」の一言だ。歎異抄後序には、煩悩具足の凡

夫が火宅無常の世界をつくり、つくられた世界にまた人が育てられる。そして、身にも世に

もどこにもまことはないと。ただ念仏のみぞまことであると言い切られた事を考えたい。 
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次回 第１６３回 仏教公開講座 ご案内 

期  日  ２０１８年１月２０日（土）午後２時より 

 

講  師  竹中 照真（たけなか しょうしん）氏（大垣教区淨誓寺） 

 

講  題  親鸞の浄土真宗 

 

講師紹介  1962年 9月 神戸町に生まれる。神戸小・中学校卒。大垣日大高校卒。 

同朋大学卒。1985 年 6月淨誓寺住職就任。 

1996年 4月～2003 年 7月 大垣教区駐在教導就任。 

大垣教区教化委員会企画会議幹事。 

 

メッセージ なぜ念仏するのですか 

真宗門徒だからしている 

念仏したらどうなるの 

念仏してどうなりたいの 

当たり前にしている念仏 

当たり前になっている念仏 

ちょっと考えてみませんか 

考えたところに 

道がひらかれるかも 

 


